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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  
　 相 対 す る 前 縁 と 後 縁 で 一 つ に つ な が っ た 第 １ 側 壁 と 第 ２ 側 壁 で あ っ て 、
　 前 縁 に 沿 っ て 冷 却 空 気 流 す た め 前 縁 の 背 後 に 配 設 さ れ か つ 翼 根 元 か ら 翼 先 端 ま で 長 手 方
向 に 延 在 す る 前 縁 通 路 を 画 成 す べ く 前 縁 と 後 縁 の 間 で 互 い に 離 隔 し た 第 １ 側 壁 と 第 ２ 側 壁

　 前 縁 を 貫 通 し て い る と と も に 、 冷 却 空 気 の 一 部 を 吐 出 し て 前 縁 を フ ィ ル ム 冷 却 す べ く 前
縁 通 路 と 連 通 し て 配 設 さ れ た 複 数 の フ ィ ル ム 冷 却 用 前 縁 孔
　 第 １ 側 壁 沿 い に 前 縁 通 路 に 隣 接 し て 配 設 さ れ て い る と と も に 離 隔 壁 に よ っ て 前 縁 通
路 か ら 分 離 さ れ た 隔 離 プ レ ナ ム
　 第 １ 側 壁 を 貫 通 し て い る と と も に 、 冷 却 空 気 を 吐 出 し て 第 １ 側 壁 を フ ィ ル ム 冷 却 す べ く
隔 離 プ レ ナ ム と 連 通 し て 配 設 さ れ た 複 数 の フ ィ ル ム 冷 却 用 ギ ル 孔
を 備 え

ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ２ 】  
　 導 入 孔 が 、 前 縁 通 路 と 隔 離 プ レ ナ ム の 間 で 冷 却 空 気 の 圧 力 を 低 下 せ し め る べ く 前 縁 通 路
と 隔 離 プ レ ナ ム の 間 で 冷 却 空 気 を 調 量 す る 寸 法 を も つ 、 請 求 項 １ 記 載 の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ３ 】  
　 導 入 孔 が 、 冷 却 空 気 を 第 １ 側 壁 に 衝 突 さ せ る 方 向 に 向 け る べ く 第 １ 側 壁 と 斜 交 し て 隔 壁
を 貫 通 し て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ４ 】  
　 第 １ 側 壁 が 凸 面 の 負 圧 側 壁 で あ っ て 、 第 ２ 側 壁 が 凹 面 の 正 圧 側 壁 で あ る 、 請 求 項 ３ 記 載
の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　  ギ ル 孔 が 導 入 孔 の 後 方 に 配 設 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ 記 載 の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ６ 】  
　 前 縁 通 路 の 後 方 に 配 設 さ れ て い る と と も に 、 冷 却 空 気 を 通 す た め の 複 数 の 導 入 孔 を 含 ん

と 、

と 、
、 隔

と 、

と 、
、

　 前 記 隔 離 隔 壁 が 、 前 縁 通 路 か ら 冷 却 空 気 の 一 部 を 受 け 入 れ る べ く 複 数 の 導 入 孔 を 含 み 、
前 記 隔 離 プ レ ナ ム 内 部 の 空 気 の 圧 力 を 前 記 前 縁 通 路 内 の 空 気 の 圧 力 よ り も 低 く す る 、



だ 隔 壁 に よ っ て 前 縁 通 路 か ら 分 離 さ れ た 翼 弦 中 央 通 路 を さ ら に 備 え て な る 、 請 求 項 ４ 記 載
の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ７ 】  
　 翼 弦 中 央 通 路 と 平 行 に し か も 長 手 方 向 に 延 在 し て い る と と も に 、 冷 却 空 気 を 通 す た め の
複 数 の 導 入 孔 を 含 ん だ 隔 壁 に よ っ て 翼 弦 中 央 通 路 か ら 分 離 さ れ た 導 入 通 路 を さ ら に 備 え て
な る 、 請 求 項 ６ 記 載 の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ８ 】  
　 翼 弦 中 央 通 路 が 前 縁 通 路 の 後 方 で 第 ２ 側 壁 に 接 し て お り 、 導 入 通 路 が 隔 離 プ レ ナ ム の 後
方 で 第 １ 側 壁 に 接 し て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ９ 】  
　 前 縁 通 路 へ の 導 入 孔 及 び 翼 弦 中 央 通 路 へ の 導 入 孔 が 、 該 導 入 孔 を 通 過 す る 冷 却 空 気 を 調
量 し て 、 導 入 通 路 か ら 翼 弦 中 央 通 路 へ の 冷 却 空 気 の 圧 力 を 低 下 さ せ 次 い で 該 導 入 孔 を 通 し
て 隔 離 プ レ ナ ム へ の 冷 却 空 気 の 圧 力 を 低 下 せ し め る 寸 法 を も つ 、 請 求 項 ８ 記 載 の エ ー ロ フ
ォ イ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　  隔 離 プ レ ナ ム と 導 入 通 路 の 間 に 配 設 さ れ た 無 孔 隔 壁 を さ ら に 備 え て な る 、 請 求 項 ８ 記
載 の エ ー ロ フ ォ イ ル 。

(2) JP 2000-161004 A5 2006.12.28


	header
	written-amendment

